
日本共産党森本ふみお後援会事務所

井原市木之子町２７２１－２３

TEL62-6061 FAX62-6081

周りの人に「日本共産党森本ふみお後援会」への入会をお勧めください。

森本ふみお

後 援 会 ニ ュ ー ス Ｎｏ６４

２００８年
８月２０日

井原市政に対するご意見・ご要望をお寄せください。

井原市議会９月定例会は、９月８日(月)が開会予定日です。この議会に向け、皆
様の声を聞きながら質問の準備をしています。
皆様のご意見・ご要望が１つでも多く実現するよう奮闘したいと考えています。

井原市政や上記ごみ有料化についてのご意見・ご要望を、お近くの党員か下記の電
話・FAXにお気軽にお寄せください。

日本共産党後援会事務所 TEL６２－６２００ FAX ６２－６２０９

森本ふみお宅 TEL６２－６０６１ FAX ６２－６０８１

石井 敏夫宅 TEL６２－４６６７ FAX ６２－４７２６
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森
本
市
議
は
昨
年
十
二
月
市
議
会
と
今
年
の
三
月
と
六
月
市
議
会
で
ご
み
の
有
料
化
に

反
対
の
立
場
で
質
問
し
ま
し
た
。

森
本
市
議
は
、
昨
年
の
十
二
月
議
会
で
「
市
民
に
新
た
に
徹
底
し
た
分
別
を
お
願
い
し
、

協
力
を
得
な
が
ら
減
量
を
。
ま
た
、
事
業
所
を
訪
問
し
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
て
は
」

と
提
言
し
ま
し
た
。

滝
本
市
長
は
「
市
民
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
も
含
め
た
減
量
に
つ
い
て
説
明
会
を
含
め
て
徹

底
し
た
い
。
市
内
２
３
２
の
事
業
所
に
も
（
直
接
）
お
願
い
に
行
き
た
い
」
と
答
え
ま
し

た
。今

年
の
三
月
議
会
で
は
「
ご
み
減
量
の
年
度
別
目
標
を
立
て
、
住
民
や
事
業
所
に
対
す

る
啓
蒙
、
お
願
い
の
計
画
を
立
て
分
別
徹
底
の
ち
密
な
方
針
提
示
を
」
と
の
提
言
に
、
市

長
は
「
今
後
新
た
な
施
策
の
実
施
を
行
う
場
合
は
、
具
体
的
な
実
施
計
画
を
作
成
し
て
取

り
組
み
た
い
。
今
後
も
市
広
報
、
市
政
だ
よ
り
で
の
啓
発
を
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

今
年
の
六
月
議
会
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
計
画
実
現
の
具
体
的
な
施
策
を
聞
き
、
「
市

民
に
減
量
に
つ
い
て
協
力
し
て
も
ら
う
た
め
小
部
落
単
位
で
徹
底
し
て
説
明
会
を
す
べ
き

だ
」
と
提
言
し
ま
し
た
が
、
市
長
は
全
く
そ
の
気
は
無
く
「
で
き
る
だ
け
早
く
有
料
化
す

る
日
程
を
決
め
、
連
合
自
治
会
単
位
に
説
明
し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
化
計
画
実
現
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
全
く
無
策
で
納
得
い
く
答

弁
は
返
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

八
月
の
広
報
「
い
ば
ら
」
で
は
、
家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
メ
リ
ッ
ト
を
三
点
載

せ
て
い
ま
す
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
載
せ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
市
民
に
減
量

化
・
資
源
化
を
真
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。

有
料
化
し
て
も
一
時
的
に
減
量
す
る
け
れ
ど
も
、
二
～
三
年
で
有
料
化
前
の
排
出
量
に

な
っ
て
し
ま
う
、
ま
た
、
不
法
投
棄
が
増
加
し
、
そ
の
費
用
が
増
大
す
る
と
い
う
の
も
全

国
的
な
傾
向
で
す
。
有
料
化
し
た
後
う
ま
く
行
っ
て
い
る
自
治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果

市
民
の
負
担
だ
け
が
お
っ
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

横
浜
市
は
、
有
料
化
し
な
い
で
徹
底
し
た
分
別
と
、
住
民
に
減
量
の
方
法
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
地
域
説
明
会
を
た
び
た
び
や
っ
て
減
量
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
井
原
市
は
、

初
め
に
有
料
化
有
り
き
で
は
な
く
、
有
料
に
し
な
く
て
減
量
化
に
成
功
し
て
い
る
自
治
体

の
や
り
方
を
も
っ
と
研
究
す
べ
き
で
す
。

皆
さ
ん
、
ご
み
有
料
化
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
下
記
電
話
等
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



ご意見・ご要望および情報をお気軽にお聞かせください。

森本ふみお後援会ニュースＮｏ６４ ２００８年(平成２０年)８月２０日

日本共産党 知りたい・聞きたいＱ＆Ａ 日本共産党
のＨＰより

「終戦記念日」というのは？

〈問い〉８月１５日を支配層は「敗戦」をきらい「終戦記念日」とよぶようにしたと私
は先輩から教えられたので、「敗戦」のほうが真実だと思いますが、どうなのでしょう。
（横浜市・一読者）

〈答え〉中国東北部への侵略開始（１９３１年９月）以来１５年におよぶ侵略戦争は、
１９４５年８月１４日、御前会議でポツダム宣言受諾を決定し連合国側に通告、翌８月
１５日正午、昭和天皇が国民に向けてラジオ放送、９月２日、東京湾内のアメリカ軍艦
ミズーリ号上で降伏文書に署名して、終わりました。占領期の１９５１年ごろまでの新
聞紙上では９月２日を「降伏記念日」と呼んでいましたが、その後は、天皇のラジオ放
送が行われた８月１５日を終戦記念日とし、政府主催の全国戦没者追悼式もこの日に開
かれています。

この８・１５を「終戦記念日」というのか「敗戦記念日」というのかには、個人、立
場の違いによって、さまざまな思いや意見があって、一律に決められるものではなく、
使われる意図と文脈によって適切かどうか検討されるべきだというのが私たちの考えで
す。

８・１５は、侵略を推進した天皇制政府と戦争推進勢力にとっては、
まさに「敗戦の日」です。ポツダム宣言は「日本国国民を欺瞞（ぎま
ん）し之をして世界征服の挙に出づるの過誤を犯さしめたる者の権力
及勢力は、永久に除去せられざるべからず」と明記し、不正義の侵略
戦争を断罪、侵略戦争推進勢力の責任を鋭く問いました。このことを
あいまいにできないことはいうまでもありません。

しかし、「敗戦」の用語のほうがどんな場合でもふさわしいかといえば、そうともい
えません。

戦前・戦中の日本国民は、新聞やラジオ放送などによる虚偽の報道、世論誘導などに
よって、侵略戦争の実態をまったく知らされないまま強制的に戦争に動員されました。
ですから、国民にとっての８・１５は、戦争によって肉親や自分自身の命を奪われる心
配がなくなった日でもありました。「終戦記念日」という言葉が一般的に使われている
のは、戦争が終わり平和な時代への区切りとなった日を端的にあらわすものとしてだと
いえます。

さらに、戦前・戦中の日本においても、日本共産党のように、日本の戦争を侵略戦争
と見抜き、それをやめさせるために、過酷な弾圧に屈しないでたたかった人々もいまし
た。侵略戦争反対のためにたたかい抜いた人々にとって８・１５は、たたかいの正しさ
が証明された日でした。朝鮮の人々にとっての８・１５は侵略者から解放された日「光
復節」なのです。


